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関
西
の
人
材
力
を

検
証
す
る

地
域
社
会
の
持
続
的
発
展
に
不
可
欠
と
さ
れ
る
人
的
資
源
。

幾
多
の
時
代
や
社
会
変
化
を
超
え
て
、独
自
の
歴
史
的
風
土
と

文
化
・
生
活
様
式
を
守
り
、伝
え
、磨
き
あ
げ
、多
様
な
人
材
を
育
て
て
き
た
関
西
。

そ
の
ユニ
ー
ク
な
人
材
力
の
秘
訣
を
考
え
る
た
め
、各
地
の
現
場
を
訪
ね
て
み
た
。

ドアのないオープンな空間で授業を行う福井市の至民中学校。
この日は2011年度入学予定の小学6年生向けに、英語科の
体験授業が開かれていた



福
井

　

こ
れ
ら
の
き
め
細
か
な
学
校
教
育
の
背
景
に
は
、
福
井
県
が

六
十
年
近
く
続
け
る
独
自
の
学
力
テ
ス
ト
、
体
力
テ
ス
ト
が
あ
る
、

と
福
井
県
教
育
長
の
広
部
正
紘
さ
ん
は
言
う
。
県
や
市
町
村
の
教

育
委
員
会
が
毎
年
テ
ス
ト
を
回
収
、
採
点
し
、
分
析
。
そ
の
結
果

を
各
学
校
に
返
し
、
学
校
現
場
で
児
童
生
徒
の
弱
点
強
化
を
進

め
て
き
た
。「
教
育
委
員
会
の
職
員
自
身
が
採
点
す
る
か
ら
こ
そ
、

弱
点
に
気
づ
き
や
す
い
」
と
、
広
部
さ
ん
は
話
す
。

学
校
・
地
域
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

　
「
福
井
で
は
教
育
行
政
と
学
校
現
場
が
協
力
し
て
改
善
方
法
を

考
え
、
各
学
校
の
教
員
が
実
情
に
応
じ
た
形
で
教
育
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
」
と
言
う
の
は
、
二
〇
〇
八
年
春
に
新
築
移
転
し
て

開
校
し
た
福
井
市
の
至し
み
ん民

中
学
校
校
長
の
塚
田
雅
洋
さ
ん
だ
。
同

校
で
は
、
新
築
移
転
に
あ
た
り
、
現
場
の
声
を
生
か
し
た
新
し

い
ス
タ
イ
ル
を
導
入
。
生
徒
が
教
科
ご
と
に
専
門
教
室

に
移
動
し
て
授
業
を
受
け
る
「
教
科

セ
ン
タ
ー
方
式
」
と
、
全
学
年

の
生
徒
を
縦
割
り
に
分
け
て
学

校
行
事
や
総
合
的
な
学
習
を
行
う

「
異
学
年
型
ク
ラ
ス
タ
ー
制
」
を
県

下
で
初
め
て
採
用
し
た
の
だ
。

　

至
民
中
学
校
の
も
う
一
つ
の
特
色

は
「
地
域
連
携
」
で
、
多
く
の
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
。
全
国
各
地
か
ら

見
学
に
訪
れ
る
教
育
関
係
者
の
案
内
な
ど

「
少
人
数
授
業
」
と
「
業
間
体
育
」

　
「
こ
の
問
題
わ
か
る
人
い
る
か
な
？
」。
先
生
の
問
い
か
け
に
、

子
供
た
ち
が
一
斉
に
手
を
挙
げ
る
。
当
て
ら
れ
た
男
の
子
は
、
嬉

し
そ
う
に
電
子
黒
板
の
前
に
立
ち
、
分
数
の
足
し
算
を
す
ら
す

ら
解
い
た
。
授
業
と
授
業
の
間
の
休
み
時
間
に
は
「
業
間
体
育
」。

二
時
限
目
が
終
わ
る
と
、
子
供
た
ち
は
縄
跳
び
を
手
に
廊
下
や
体

育
館
へ
飛
び
出
し
て
い
っ
た
―
―
福
井
県
永
平
寺
町
の
志し

ひ比
小
学

校
は
活
気
に
溢
れ
て
い
た
。

　

福
井
県
は
文
部
科
学
省
が
小
・
中
学
生
を
対
象
に
実
施
す
る「
全

国
学
力
テ
ス
ト
」「
全
国
体
力
テ
ス
ト
」
で
と
も
に
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
を
誇
る
。そ
の
原
動
力
の
一
つ
が
、少
人
数
授
業
と
業
間
体
育
だ
。

　

県
内
の
小
学
校
で
は
、
一
ク
ラ
ス
三
十
一
人
以
上
に
な
る
と
、

一
・
二
年
生
は
担
任
と
低
学
年
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
、
三
年
生
以
上

の
算
数
・
理
科
な
ど
で
は
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
Ｔ
・
Ｔ
）

と
し
て
二
人
の
教
員
を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
志
比
小
学
校
校
長
の
宮
下
洋
一
さ
ん
は
「
教
員
は
特
に
学
力

下
位
の
子
供
が
理
解
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
実

は
そ
こ
よ
り
ち
ょ
っ
と
上
の
成
績
の
子
供
た
ち
の
中
に
、
授
業
を

う
ま
く
理
解
で
き
て
い
な
い
子
供
が
い
る
こ
と
が
あ
る
。
Ｔ
・
Ｔ

や
少
人
数
の
授
業
だ
と
、
そ
の
層
に
も
目
が
向
き
ま
す
」
と
効
果

を
話
す
。　

　

一
方
、
業
間
体
育
に
つ
い
て
は
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
日
々
運

動
す
る
子
供
と
ま
っ
た
く
運
動
し
な
い
子
供
と
の
二
極
化
が
進
む

な
か
で
、
学
校
で
毎
日
、
一
緒
に
汗
を
流
す
こ
と
は
体
力
増
強
に

と
て
も
効
果
的
」
だ
そ
う
で
あ
る
。
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学力・体力トップクラスの教育力

❶冬、雪に閉ざされる福井県では、授業と授業の間の「業間体育」で全校児童が廊下や体育館で縄跳びなどに汗を流す。永平寺町の志比小学校にて
❷県内の小学校では、地域ボランティアが下校時の安全を守る「見守り隊」を結成。福井市の旭小学校では低学年対象に約80人が活躍
❸ノーベル賞学者・南部陽一郎博士や漢字・文字学の第一人者・白川静博士など福井に関わりの深い学者の業績を積極的に教育に生かしている、と語る
福井県教育長の広部正紘さん。県内の小学校では、漢字解説本『白川静博士の漢字の世界へ』を活用　❹志比小学校の3年生たち

“学力トップクラス”を支える少人数の授業。永平寺町の志比小学校3年生
の算数の授業では1クラスを2つに分け、14人で行われていた
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大
阪

も
担
い
、
教
員
を
教
育
業
務
に
専
念
さ
せ
て
い
る
。
毎
年
、
地
域

の
人
々
が
生
徒
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
る
地
域
公
開
講
座
や
、
地

域
住
民
の
絵
画
や
彫
刻
、
写
真
の
展
示
な
ど
、
地
域
の
文
化
交
流

活
動
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
連
携
は
、
福
井
県
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

学
校
、
地
域
、
家
庭
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
の
風
土
か

ら
生
ま
れ
て
き
た
。
広
部
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
ど
の
小
学
校
に
も
多

く
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
り
、
学
校
菜
園
の
野
菜
づ
く
り
指

導
や
低
学
年
へ
の
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
庭
も
教
育
に
熱
心
だ
。
三
世
帯
同
居
率
は
全
国
二
位

で
、
宿
題
が
他
都
道
府
県
と
比
べ
て
多
い
な
ど
、
家
族
が
見
守
る

な
か
で
学
ぶ
と
い
う
習
慣
が
定
着
。
例
え
ば
、
国
語
の
音
読
学
習

は
、
家
族
が
聞
き
、
大
き
い
声
だ
っ
た
か
、
句
読
点
で
区
切
っ
た

か
、
な
ど
を
評
価
す
る
と
い
う
。「
生
活
習
慣
を
み
て
も
、
福
井

県
の
子
供
た
ち
は
、
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
守

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
庭
の
躾
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
証

明
で
す
」
と
広
部
さ
ん
。
今
後
は
保
育
園
・
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま

で
の
連
携
を
よ
り
深
め
て
、
環
境
変
化
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
小
さ
く
す

る
こ
と
で
、
不
登
校
を
減
ら
し
た
い
と
力
を
込
め
た
。

　

も
と
も
と
、
教
育
熱
心
な
地
域
・
福
井
。
江
戸

後
期
に
は
名
君
と
し
て
知
ら
れ
、
藩
校
を
開

設
し
た
福
井
藩
主
・
松
平
春
嶽
な
ど
教
育

に
尽
力
し
た
先
人
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
の
精

神
を
受
け
継
ぎ
、
地
域
の
未
来
を
託
す
子
供
た

ち
の
教
育
に
、
全
県
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
「
福
井
県
」
で
あ
る
。

よき企業人を育てる、石門心学の倫理観

25

先
見
的
な
「
顧
客
満
足
」
の
経
営
思
想

　　
「
お
望
み
の
方
は
遠
慮
な
く
、
女
中
方
は
奥
へ
」。
江
戸
時
代
の

改
革
期
で
あ
っ
た
享
保
期
（
一
七
一
六
～
三
六
年
）
に
、
石
田
梅

岩
が
提
唱
し
た
石
門
心
学
の
講
席
の
軒
端
に
は
、
こ
う
書
か
れ
た

招
き
行
燈
が
出
さ
れ
て
い
た
。
厳
し
い
身
分
制
度
の
な
か
、
梅
岩

は
す
べ
て
の
人
に
学
ぶ
場
を
無
料
で
提
供
し
た
。そ
の
講
席
に
は
、

商
家
の
主
人
や
番
頭
、
女
性
や
子
供
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
詰
め

掛
け
た
と
い
う
。

　

梅
岩
は
一
六
八
五
年
、
現
亀
岡
市
の
農
家
に
生
ま
れ
、
京
都
の

呉
服
商
に
奉
公
に
出
た
。
の
ち
に
、
番
頭
に
ま
で
出
世
し
た
が
、

そ
の
間
、
勉
学
に
励
み
、
四
十
代
半
ば
で
退
職
。
自
ら
悟
っ
た
実

践
的
な
人
生
哲
学
、
商
人
道
徳
を
、
町
人
向
け
に
わ
か
り
や
す
く

説
い
た
。
や
が
て
、
多
く
の
弟
子
が
育
ち
、
京
や
大
坂
を
は
じ
め
、

日
本
各
地
に
心
学
講
舎
が
次
々
と
誕
生
し
た
。

　

ど
う
し
て
、
町
人
を
は
じ
め
藩
主
に
至
る
多
く
の
人
々
が
、
石

門
心
学
に
耳
を
傾
け
た
の
か
。
現
在
わ
ず
か
に
残
る
心
学
講
舎
の

一
つ
、
大
阪
の
心
学
明
誠
舎
副
理
事
長
の
中
尾
敦
子
さ
ん
に
よ
る

と
、
貨
幣
経
済
が
発
達
す
る
な
か
、
金
儲
け
は
賎
し
い
こ
と
と
さ

げ
す
ま
れ
て
い
た
商
人
階
層
に
、
勤
勉
、
正
直
、
倹
約
を
旨
と
し
、

「
商
人
が
売
っ
て
喜
び
、
相
手
が
買
っ
て
喜
ぶ
」、
い
わ
ば
顧
客
満

足
に
徹
し
て
利
益
を
得
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
か
ら
だ
と
い

う
。
過
度
な
利
益
で
は
な
く
、
見
合
っ
た
利
益
を
当
然
の
権
利
と

1

2

3

❶至民中学校の体験授業の日、入学予定の小学6年生に向け、生徒たちが学校の特色をプレゼンテーションした
❷至民中学校には、各教科担任が常駐する「教科ステーション」があり、生徒が気軽に相談に訪れたり、
教員同士の打ち合わせも積極的に行われている　
❸開放的なつくりの至民中学校の校舎。校内には異学年型クラスターごとの垂れ幕が飾られている

心学明誠舎が主催する定例早春セミ
ナーには、石門心学の思想や石田梅岩
の考え方を学ぼうと50人ほどが訪れた
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3

一
人
、
中
尾
さ
ん
の
父
で
、
経

済
学
者
の
竹
中
靖
一
さ
ん
が
普

及
に
奔
走
。
高
度
経
済
成
長
途

上
の
一
九
六
四
年
、
竹
中
さ
ん

は
「
石
門
心
学
の
経
済
思
想
」

で
学
士
院
賞
を
受
賞
し
、
世
間

の
心
学
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
た
。

そ
し
て
八
〇
年
代
半
ば
、
中
尾

さ
ん
が
引
き
継
い
だ
。
周
囲
に

「
潰
し
た
ら
あ
か
ん
。
学
問
の
灯

は
一
回
消
し
た
ら
、
も
う
つ
か

へ
ん
」
と
励
ま
さ
れ
、
細
々
と
運
営
を
続
け
た
。

　

近
年
、
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
、
ピ
ー
タ
ー
・
ド

ラ
ッ
カ
ー
の
経
営
理
念
に
比
較
さ
れ
な
が
ら
、
商
売
へ
の
自
負
と

「
顧
客
満
足
」「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
の
実
践
を
説
く
心
学
が
、

日
本
の
経
済
人
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
も
と
も
と
社
訓
や
家
訓
に
生
か
さ
れ
て
い
た
心
学
。「
道

徳
と
商
業
を
結
び
つ
け
た
心
学
は
、
関
西
商
法
の
商
道
的
伝
統
と

な
っ
て
大
阪
企
業
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
」
と
い
う
声
も
あ
る
。

中
尾
さ
ん
は
語
る
―
―
「
利
益
優
先
の
世
界
で
、
大
阪
商
人
の
な

か
に
根
づ
い
て
き
た
『
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た
ら
、
自
分

も
喜
び
を
持
つ
』
と
い
う
梅
岩
の
教
え
は
近
年
、
韓
国
、
中
国
で

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
の
企
業
人
に
大
阪
を
支
え
る
仕
事

人
と
し
て
の
誇
り
が
あ
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
生
き
抜
け
る

は
ず
」
だ
と
。
商
人
の
町
と
し
て
の
歴
史
を
歩
み
、
企
業
人
の
誇

り
を
伝
え
、
育
て
て
き
た
の
が
「
大
阪
」
で
あ
る
。

1 65
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❶石田梅岩が軒端に出した招き行燈には、誰でも受講を歓迎した梅岩の思いが表れている。
（右）御望之方ハ無遠慮　御通御聞可被成候　（左）女中方ハおくへ　御通可被成候　（提供： 心学明誠舎）　❷心学明誠舎副理事長の中尾敦子さん
❸心学明誠舎の定例早春セミナーでは、京都大学大学院教授の辻本雅史さんが石田梅岩の学問観などについて講義した

❹❼堺市戎之町の菅原神社境内には、1939年につくられた梅岩座像がある
❺❻関西商法の商道的伝統となって受け継がれる心学。大阪・船場の繊維問屋街にて

心学の教えを子供向けにわかりやすく説いた江戸時代の『手島先生いろは歌』

大
阪

し
て
受
け
取
る
。そ
れ
は
武
士
の
俸
禄
と
同
じ
だ
と
梅
岩
は
言
い
、

身
分
制
度
や
階
級
関
係
を
超
え
た
思
想
を
示
し
た
。

　

中
尾
さ
ん
は
、
紹
介
者
不
要
で
、
誰
に
で
も
受
講
を
勧
め
た
こ

と
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
、
と
も
指
摘
す
る
。「
梅
岩
は
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
エ
ー
バ
ー
の
百
五
十
年
も
前
に
、
倫
理
的
な
資
本
主
義
の
重
要

性
と
平
等
思
想
を
訴
え
て
い
た
ん
で
す
」。
江
戸
時
代
、
天
下
の

台
所
と
し
て
日
本
を
支
え
た
大
坂
の
経
済
人
、
町
人
に
、
と
り
わ

け
心
学
に
傾
倒
す
る
者
た
ち
が
多
か
っ
た
の
も
当
然
か
も
し
れ
な

い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
生
き
る
企
業
人
の
心
の
拠
り
所
に

　

そ
れ
か
ら
三
百
年
余
り
経
っ
た
今
で
も
、
人
々
は
心
学
を
学
び

に
足
を
運
ぶ
。
大
阪
府
立
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
・
さ
い
か
く
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
心
学
明
誠
舎
の
定
例
早
春
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い
と
考
え
る
中
小
企
業
の
社
長
や
商
店
主
、

若
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
五
十
人
ほ
ど
の
聴
衆
が
来
場
し
、
熱
心

に
梅
岩
の
思
想
、
生
き
方
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

心
学
明
誠
舎
は
一
七
八
五
年
、
大
坂
商
人
の
三
木
屋
太
兵
衛
が

開
設
し
、
現
在
は
社
団
法
人
と
し
て
大
阪
・
難
波
に
事
務
局
を
構

え
る
。経
済
人
向
け
や
一
般
市
民
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
ほ
か
、

心
学
の
歴
史
と
思
想
、
梅
岩
の
考
え
方
、
生
き
方
を
伝
え
る
「
心

学
道
話
」
の
語
り
や
落
語
家
の
講
話
開
催
な
ど
、
多
彩
な
手
法
を

用
い
て
心
学
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
戦
後
社
会
の
人
心
の
荒
廃
を
憂
え

た
教
育
者
た
ち
が
、
心
学
思
想
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
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芸を極める、花街の躾力
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京
都
・
祇
園

新春恒例、祇園甲部の「始業式」には、祇園町のすべての芸舞妓が艶やかな黒紋付姿で参加する

花
街
を
支
え
る
置
屋
制
度

　
「
舞
妓
、
芸
妓
と
し
て
大
切
な
の
は
心
で
す
。
立
ち
座
り
や
障

子
の
開
け
閉
め
、
お
客
さ
ん
と
の
お
喋
り
で
も
、
心
が
こ
も
っ
て

な
い
と
。
相
手
の
気
持
ち
を
察
し
て
、『
こ
の
人
、
次
こ
う
し
は
っ

た
ら
喜
ば
は
る
』
と
思
う
こ
と
を
す
る
よ
う
に
」。
祇
園
町
の
置

屋
の
女
将
、
松
尾
久
枝
さ
ん
は
そ
う
話
す
。
例
え
ば
、
部
屋
を
出

る
と
き
に
は
電
気
を
消
す
、
お
風
呂
を
出
る
と
き
に
は
次
の
人
の

た
め
に
お
湯
を
足
す
な
ど
、
普
段
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
さ
り
げ

な
い
心
配
り
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切
だ
と
。

　

京
都
に
は
五
つ
の
花
街
が
あ
る
。
な
か
で
も
花
見
小
路
を
中
心

と
し
た
「
祇
園
甲
部
」
に
は
、
六
十
を
超
え
る
お
茶
屋
が
あ
り
、

五
花
街
の
な
か
で
最
多
を
誇
る
約
百
人
の
芸
舞
妓
が
い
る
。

　

舞
妓
を
め
ざ
す
子
は
、
置
屋
に
仕
込
み
（
見
習
い
）
と
し
て
住

み
込
み
、
修
業
を
積
ん
で
い
く
。「
置
屋
さ
ん
の
制
度
が
、
京
都

の
五
花
街
が
今
ま
で
続
い
て
き
た
根
本
や
と
思
い
ま
す
。
中
学
校

を
出
た
子
た
ち
を
預
か
り
、お
稽
古
さ
せ
、京
都
弁
を
教
え
、躾
る
。

舞
妓
ち
ゃ
ん
に
出
は
る
と
な
っ
た
ら
、
衣
装
か
ら
何
か
ら
損
得
抜

き
で
つ
ぎ
込
み
は
り
ま
す
」
と
言
う
の
は
、
京
都
花
街
組
合
連
合

会
会
長
の
太
田
紀
美
さ
ん
だ
。
仕
込
み
の
期
間
が
約
一
年
。
そ
の

後
、
舞
妓
に
な
っ
て
四
年
間
、
さ
ら
に
芸
妓
に
な
っ
て
一
、二
年
、

年
季
が
明
け
る
ま
で
置
屋
で
苦
楽
を
共
に
す
る
。

　

芸
舞
妓
た
ち
は
、
置
屋
の
女
将
を
「
お
か
あ
さ
ん
」
と
呼
ぶ
。

文
字
ど
お
り
、
芸
舞
妓
に
と
っ
て
、
女
将
は
育
て
の
母
。
二
十
四

時
間
、
一
緒
に
暮
ら
す
な
か
で
、
細
か
な
心
配
り
や
作
法
を
教
え

て
い
く
。「
細
々
と
言
う
こ
と
は
大
変
や
け
ど
、
気
づ
い
た
ら
す



て
三
味
線
な
ど
が
必
修

に
な
り
、
ほ
か
に
も
芸

舞
妓
と
し
て
知
識
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
望
ま

し
い
お
花
や
書
画
な

ど
の
稽
古
に
励
む
。

芸
妓
は
長
唄
な
ど
を

中
心
に
さ
ら
に
芸
を

磨
き
、
芸
舞
妓
と
も
一
科
目
に
つ
き
月
七

日
間
ほ
ど
稽
古
に
通
っ
て
い
る
。
伝
統
芸
能
の
家
元
な
ど
が
、
基

礎
的
な
型
を
教
え
る
が
、「
そ
の
お
師
匠
さ
ん
が
近
く
に
い
て
く

れ
は
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」
と
、
学
園
理
事
長
も
務
め

る
太
田
さ
ん
は
言
う
。
こ
う
し
た
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で
学
び

続
け
る
こ
と
が
芸
舞
妓
の
成
長
を
支
え
て
い
る
。

　

太
田
さ
ん
は
「
京
都
の
花
街
で
は
、
芸
舞
妓
ら
を
街
全
体
、
み

ん
な
の
目
で
見
守
っ
て
ま
す
。
そ
の
人
が
次
ど
こ
に
行
か
は
っ
た

か
、
み
ん
な
が
見
て
て
く
れ
て
は
る
。
だ
か
ら
足
あ
と
が
わ
か
る

ん
で
す
。
こ
れ
は
ほ
ん
ま
に
幸
せ
な
こ
と
」
と
目
を
細
め
る
。

　

桃
山
期
に
で
き
た
茶
屋
を
起
源
と
し
、
文
化
・
文
政
期
に
花
開

い
た
京
都
の
花
街
。
そ
こ
で
築
か
れ
る
、
厳
し
さ
を
秘
め
た
濃
密

な
人
間
関
係
に
よ
っ
て
、
芸
舞
妓
独
特
の
仕
草
、
振
る
舞
い
、
さ

ら
に
は
生
き
方
を
、
世
代
を
超
え
て
、
育
み
、
伝
え
て
い
る
の
が

「
京
都
・
祇
園
」
で
あ
る
。
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京
都
・
祇
園

ぐ
言
い
ま
す
」
と
松
尾
さ
ん
。

　

ま
た
、
舞
妓
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
前
、
同
じ
置
屋
出
身
の
先

輩
芸
妓
（
お
ね
え
さ
ん
）
と
姉
妹
関
係
を
結
び
、
以
後
、
親
身
な

助
言
、
指
導
を
受
け
て
い
く
。「
お
稽
古
し
て
は
っ
て
も
、
お
茶

屋
で
の
見
習
い
で
も
、
そ
の
子
が
怒
ら
れ
は
っ
た
ら
、
お
ね
え
さ

ん
が
謝
り
に
行
か
は
る
」
と
太
田
さ
ん
。
芸
舞
妓
に
と
っ
て
、「
お

ね
え
さ
ん
」
は
「
お
か
あ
さ
ん
」
以
上
に
厳
し
く
、
頼
り
と
す
る

先
達
で
あ
り
、
家
族
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
舞
妓
見
習
い
で
数
カ

月
通
う
見
習
い
茶
屋
の
女
将
も「
お
か
あ
さ
ん
」。こ
の
三
人
が「
お

見
世
だ
し
」
と
い
わ
れ
る
舞
妓
デ
ビ
ュ
ー
の
保
証
人
と
な
る
。

独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で
芸
事
を
磨
く

　

ピ
ン
と
張
り
詰
め
た
空
気
の
中
で
、
芸
妓
が
舞
う
。
井
上
流
家

元
・
五
世
井
上
八
千
代
さ
ん
が
見
つ
め
る
な
か
、
一
人
の
芸
妓
が

口
元
を
き
ゅ
っ
と
結
び
、
厳
し
い
表
情
で
稽
古
を
し
て
い
た
。

　

続
い
て
、
春
に
行
わ
れ
る
「
都
を
ど
り
」
に
向
け
た
稽
古
が
始

ま
っ
た
。
色
柄
と
り
ど
り
の
着
物
に
身
を
包
ん
だ
二
十
数
人
の
舞

妓
を
前
に
、
井
上
さ
ん
は
、
名
前
を
呼
び
な
が
ら
、
手
の
振
り
、

体
の
動
き
な
ど
を
指
導
。
と
き
に
は
自
ら
実
演
し
た
り
、
弟
子
の

前
に
歩
み
よ
り
、
手
ず
か
ら
稽
古
を
付
け
て
い
っ
た
。

　
「
お
座
敷
で
つ
い
た
舞
の
癖
を
女に
ょ
こ
う
ば

紅
場
で
し
っ
か
り
直
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
松
尾
さ
ん
。
祇
園
甲
部
の
芸
舞
妓
は
、
祇

園
で
生
き
る
限
り
、
八
坂
女
紅
場
学
園
で
生
涯
学
び
続
け
る
。
芸

の
世
界
に
終
わ
り
は
な
く
、
常
に
芸
を
磨
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

芸
舞
妓
た
ち
。
仕
込
み
は
舞
踊
の
み
で
、
舞
妓
に
な
る
と
、
加
え

1 3

❶八坂神社の節分行事では、祇園甲部の舞妓たちが奉納舞を演じた　❷奉納舞のあと、集まった参詣者へ豆まきをする舞妓たち
❸八坂女紅場学園では、井上流家元・五世井上八千代さん（右）の指導のもと、舞妓たちが「都をどり」の舞を稽古していた
❹京都花街組合連合会会長の太田紀美さん　❺祇園町の置屋「多麻」の女将・松尾久枝さん（左）は、夕方、お座敷に出かける舞妓に一声かけて送り出す

黒紋付の「お引きずり」で歩く祇園甲部の芸妓
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奈
良　

「
み
ん
な
が
努
力
し
、
み
ん

な
で
幸
せ
に
な
ろ
う
と
い
う
、
日
本
の
価
値
観

が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
」
と
岡
本
さ
ん
は
語
る
。

神
の
加
護
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
祭
と
い
う
形
で
伝

え
る
。
そ
の
よ
う
な
祭
礼
に
奉
仕
し
て
き
た
幾

世
代
も
の
人
々
の
真
摯
な
祈
り
、
真

心
が
、
お
ん
祭
の
神
事
、
芸
能
と
し

て
結
実
し
、
時
代
を
超
え
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
。

人
づ
く
り
で
、
古
代
の
文
化
、
技
術
を
伝
え
る

　

十
七
日
正
午
、「
お
渡
り
式
」
が
始
ま
っ
た
。「
日
ひ
の
つ
か
い使
」
を
先
頭

に
、
巫
女
、
競
馬
、
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
、
大
和
士
、
大
名
行
列
な
ど
が
奈
良

市
中
心
部
を
練
り
歩
く
。
日
使
と
は
藤
原
忠
通
が
祭
に
向
か
う
途

中
に
病
と
な
り
、
お
供
の
楽
人
に
そ
の
日
の
使
い
を
さ
せ
た
こ
と

に
由
来
し
、
一
九
九
八
年
か
ら
関
西
財
界
の
ト
ッ
プ
が
勤
め
て
い

る
。
大
名
行
列
な
ど
に
は
県
内
の
企
業
や
自
衛
官
、
子
供
た
ち
な

ど
も
参
加
。
八
百
年
以
上
経
っ
た
今
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
手
で

守
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

日
使
な
ど
祭
の
参
加
者
は
、
二
週
間
以
上
前
か
ら
、
肉
類
や
ネ

ギ
の
よ
う
な
匂
い
の
強
い
野
菜
な
ど
を
食
べ
る
こ
と
を
避
け
、
身

を
清
め
て
祭
に
臨
む
。
古
代
か
ら
受
け
継
い
だ
祭
礼
の
型
や
作
法

を
変
わ
ら
ず
守
り
続
け
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
も
ま
た
伝
統
を
継

承
し
て
い
く
。「
細
か
な
点
に
も
こ
だ
わ
る
民
族
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
ん
な
古
い
姿
が
残
り
得
た
」
と
、
岡
本
さ
ん
は
言
う
。

祈
り
あ
る
も
の
は
、
千
年
、
二
千
年
と
続
く

　

二
〇
一
〇
年
十
二
月
十
七
日
午
前
零
時
。
春
日
大
社
の
若
宮
か

ら
続
く
参
道
は
、
す
べ
て
の
灯
り
が
消
さ
れ
、
漆
黒
の
闇
と
寒
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。「
ヲ
ー
ヲ
ー
」。
地
を
這
う
よ
う
な
声
が
近
づ

い
て
く
る
。
何
十
人
も
の
神
職
た
ち
が
列
を
な
し
、
警み

さ
き蹕

と
呼
ば

れ
る
掛
け
声
を
発
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

　

若
宮
神
が
本
殿
か
ら
お
旅
所
に
遷
ら
れ
る
「
遷
幸
の
儀
」。
そ

の
厳
粛
な
空
気
に
誰
も
が
圧
倒
さ
れ
る
。大
和
国
第
一
の
祭
礼「
春

日
若
宮
お
ん
祭
」
の
メ
イ
ン
と
な
る
一
日
が
始
ま
っ
た
。　

　

お
ん
祭
は
平
安
時
代
の
一
一
三
六
年
、
飢
饉
や
疫
病
な
ど
が
相

次
ぐ
な
か
、
時
の
関
白
・
藤
原
忠
通
が
五
穀
豊
穣
、
万
民
安
楽
を

祈
っ
て
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
春
日
大
社
と
興
福
寺
、
そ
し
て

大
和
国
中
の
、
武
士
や
農
民
、
商
工
人
、
芸
能
者
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
の
人
々
が
力
を
合
わ
せ
て
、
守
り
、
育
て
、
伝
え
て
き

た
。
以
来
、
一
度
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
今
回
で
八
七
五
回
目

を
迎
え
た
。

　

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
祭
礼
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

「
そ
れ
は
祈
り
で
す
。
祈
り
あ
る
も
の
は
、
千
年
、
二
千
年
と
続

き
ま
す
」。
春
日
大
社
権
宮
司
の
岡
本
彰
夫
さ
ん
は
言
う
。

　

例
え
ば
、
祭
礼
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
明
治
維
新
直
後
、
廃
仏

毀
釈
な
ど
で
資
金
難
に
陥
っ
た
と
き
は
県
内
各
所
か
ら
寄
付
を

募
っ
た
り
、
ま
た
芸
能
者
た
ち
が
、「
そ
れ
ま
で
支
給
さ
れ
て
い

た
出
勤
料
の
お
米
を
い
た
だ
か
な
く
て
も
参
り
ま
す
」
と
率
先
し

て
祭
礼
に
参
加
し
た
と
い
う
。

伝統継承へ、春日大社が守り支える人材力
1

2

3 4

❶12月16日、おん祭の「大和士宵宮詣（やまとざむらいよいみやもうで）」では、大和士と流鏑馬児（やぶさめのちご）が若宮へ参詣する　
❷おん祭の「お旅所祭」での春日大社宮司の花山院弘匡さん（手前）と権宮司の岡本彰夫さん（右端）
❸興福寺南大門跡で行われる「南大門交名の儀」に臨む興福寺の僧侶
❹「遷幸の儀」のあと、17日午前1時から「暁祭」が始まり、「社伝神楽」が奉納された

お渡り式前、興福寺境内でくつろぐ「馬長児（ばちょうのちご）」
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例
え
ば
、
春
日
大
社
の
神
楽
に
は
、
年
に
一
度
、
正
月
三
日
に

だ
け
奉
納
さ
れ
る
秘
曲
「
神
降
ろ
し
」
の
舞
が
あ
る
。「
こ
れ
は
、

簡
素
な
舞
や
け
ど
、
古
代
の
息
吹
き
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」
と
岡

本
さ
ん
。
こ
の
神
楽
は
、
代
々
、
た
だ
一
人
の
巫
女
に
伝
え
ら
れ

て
き
た
。

　

古
代
の
息
吹
は
社
殿
建
築
に
も
刻
ま
れ
て
い
る
。
春
日
大
社
で

は
二
十
年
に
一
度
、
社
殿
な
ど
を
修
理
す
る
「
式
年
造
替
」
も
一

度
も
途
絶
え
た
こ
と
は
な
い
。
二
十
年
に
一
度
だ
と
、
二
十
歳
の

息
子
が
見
習
い
で
、
四
十
歳
の
父
が
現
場
作
業
を
担
い
、
六
十
歳

の
祖
父
が
棟
梁
と
し
て
指
導
す
る
。
だ
か
ら
、
貴
重
な
大
工
の
技

と
知
恵
、
工
夫
を
古
代
か
ら
現
代
ま
で
連
綿
と
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
。「
式
年
造
替
の
根
底
に
あ
る
大
事
な
こ
と
は
、
人
を
育
て
、

技
術
を
伝
承
す
る
人
づ
く
り
の
制
度
」
だ
と
岡
本
さ
ん
。
六
十
回

目
の
節
目
と
な
る
式
年
造
替
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
国
宝
の

本
殿
の
修
理
は
二
〇
一
五
年
に
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　
「
物
を
残
し
て
も
、人
を
残
さ
な
か
っ
た
ら
、何
も
な
り
ま
せ
ん
。

千
二
百
年
、
コ
ツ
コ
ツ
と
古
代
の
姿
を
伝
え
て
き
た
の
が
春
日
大

社
。
こ
れ
は
お
水
取
り
を
伝
え
る
東
大
寺
で
も
同
じ
で
す
。
神
や

仏
に
最
高
の
礼
を
尽
く
す
こ
と
が
南
都
の
悲
願
な
ん
で
す
」。
古

来
の
文
化
、
技
術
に
誇
り
を
持
ち
、
人
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
で
、
伝
統
を
守
り
、
伝
え
て
き
た
の
が
「
奈
良
」
で
あ
る
。

●

　

学
校
と
地
域
社
会
、
家
庭
が
密
接
に
連
携
し
、
子
供
を
育
て

る
「
福
井
」、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
通
じ
る
企
業
人
の
基
本
理

念
を
保
ち
、
地
域
に
発
信
し
て
き
た
「
大
阪
」、
桃
山
期
の
お
茶

屋
の
も
て
な
し
の
文
化
を
極
め
、
そ
の
心
を
育
む
「
祇
園
」、

太
古
か
ら
祈
り
の
生
き
方
を
守
り
、
人
々
の
幸
せ
を
願
い
、

連
綿
と
伝
え
て
き
た
「
奈
良
」
―
―
。
時
代
を
遡
る
と
、

ど
の
地
域
に
も
独
自
の
歴
史
が
あ
り
、
伝
統
の
灯
を
受
け

継
い
だ
人
々
が
、
ま
た
次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
た
。

子
育
て
に
力
を
尽
く
す
の
も
、
伝
統
の
技
を
伝
え
続

け
る
こ
と
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
ご
く
自
然
で
、

誰
も
が
し
て
い
る
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
だ

ろ
う
。
こ
の
関
西
の
歴
史
と
風
土
が

生
み
出
し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
人
材
育
成

こ
そ
が
、
明
日
の
地
域
発
展
の
原
動
力
と
な
っ

て
い
く
は
ず
だ
。
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